
美
川
村
二
十
年
誌
編
集
委
員

委

員

長

副
委
員
長

編
集
主
任

〃

副
主
任

顧

問

伊 高 士 山 村 新

藤 同 居 下 上 谷

優

清

華

侍
三
郎

(
美

川

村

長
)

(
美
川
村
議
会
議
長
)

(
美

川

村

助

役
)

(
編
集

事
務

局
長
)

(
総

務

主

任
)

(
愛
媛
県
史
編
纂
委
員
)

委

ノγ 〃 〃

貝

土 下 高 土

居 方 同 居

一
昔 忠 武

大 数 義 男

(
編
集
事
務

局

長
)

(
総

務

主

任
)

(
税

務

主

任
)

(
会

計

主

事
)
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第
四
縞

産

業

経

済

第
一
部

美
川
村
の
歩
み

第
一
綿

実
川
村
の
環
境

委 部

〃 〃 〃 〃 門

員 長

一 栗 新 吉 小 犬

宮 下 谷 谷 倉 野

淳
一

養
一

宗照

男

(
産
業

建
設

課
長
)

衛

(
産

業

主

任
)

郎

(
農

地

主

事
)

郎

(
久
万
農
協
美
川
支
所
長
)

孝

(
美
川
村
森
林
組
合
主
任
)

昌

(
商
工
会
指

導

員
)

部

門

長

菅

副
部
門
長

山

野

保

口

勝

(
美
川
中
央
中
校
長
)

(
美
川
中
央
中
教
頭
)

第
五
編

土
木
・
交
通
・
国
土
調
査

第

二

編

美
川
村
の
誕
生

部

門

長

伊

藤

義

副
部
門
長

長

岡

道

第
三
続

行

財

政

部

門

長

長

岡

道

(
愛
媛
県
史
編
纂
委
員
)

(
美
川
村
収

入

役
)

委 部

〃 門

貝 長

大 篠 中

上 原 山

雄 拡 正

(
国
土
調
査

課

長
)

(
国
土
調
査

主

任
)

(
建

設

主

任
)

第
六
編

通
信
・
生
活
向
上
・
町
村
計
画

部

門

長

久

保

若

松

(
企
画
観
光

課

長
)

一

(
美
川
村
収

入

役
)

委

員

堀

尾

忍

(
企

画

主

任
)



委 部

第
七
編

教

育
・
文

門

長

木

下

久

員

〃〃

第
八
編

門

長員

〃

黒

田

英

畝田

中

坂

田

敏雄雄重清

(
教

育

長
)

(
前

教

育

長
)

(
教

委

主

任
)

(
社
会
教
育

主

事
)

(
教

委

主

事
)

第
二
部

旧
村

の

沿
革

第
一
編

久
万
山
の
歴
史

部

門

長

伊

藤

義

一

(
愛
媛
県
史
編
纂
委
員
)

第
一
一
編

弘

形

村

第
九
編

部

門

長

委

員

福
祉
厚
生
・
保
健
衛
生

小
田
原

英

雄

平

岡

哲

郎

西

森

強

治
安
と
消
防

大

野

清

一

中

山

邦

夫

生 祉 民

主 主 謀

任 任 長
日患i 国書i \ちi

部

門

長

副
部
門
長

委

員

〃

玉 山 元 川

井 内 川 崎

憲 良 義 清

昭 正 信 規

(
東

川

小

校

長
)

(
美
川
南
中

教

頭
)

(
美
川
西
中

教

諭
)

(
東

川

小

教

諭
)

第
三
縞

仕

七

川
村

事 長
\器i \ちi

第
一
〇
編

信
仰
と
社
寺

部

門

長

野

口

多
善
夫

委

員

石
佐
喜

明

光

(
美
川
西
中

校

長
)

(
美
川
西
中

教

諭
)

第
一
一
編

観

委 部

門

員 長

波 久

部 保

光

若

松守

(
企
画
観
光

課

長
)

(
観

光

主

任
)

委 副 部 委 副 部

〃

葦戸目 第 諾門
員 長 長 四 員 長 長

窪武田相
中
猪土木

田市本原
澤
上井村

博 芳芳
村
運輸

継 強 夫 愛 勇 彦 忠

(
仕
七
川
中

校

長
)

(
仕
七
川
中

教

頭
)

(
仕
七
川
中

教

諭
)

(
二

箆

小

校

長
)

(
仕
七
川
中

教

頭
)

(
黒
藤
川
中

教

頭
)

(
美
川
南
中

教

諭
)
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あ

と

カ三

き

こ
の
た
び
美
川
村
発
足
満
二

O
年
の
記
念
事
業
の一

環
と
し
て
「
美
川
村
二
十
年
誌
」
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

こ
と
に

つ
い
て

第
一
回
の
編
纂
委
員
会
が
昭
和
四
八
年
七
月
一
八
日
に
開
か
れ
た
が
、
そ
の
席
上
で
新
谷
村
長
が
、

村
も
合
併
し
て
か
ら
来
る
五

O
年
の
三
月
三

O
日
で
満
二

O
歳
に
な
る
、
そ
の
間
の
行
政
の
実
態
を
記
録
し
て
残
し
て
お
き
た
い
。
な
お
旧
仕

七
川
村
に
は
村
誌
が
出
来
て
い
る
が
旧
弘
形
村
、
中
津
村
に
は
無
い
か
ら
、
こ
の
機
会
に
旧
村
に
つ
い
て
も
集
録
し
て
後
世
に
残
し
た
い
。

と
い
う
根
本
方
針
を
述
べ
、

そ
の
結
果
、

美
川
村
二

O
年
の
歩
み
を
第
一
部
と
し
、

旧
村
の
沿
革
を
第
二
部
と
し
て

集
録
す
る
こ
と
に
決
定
し

た。
爾
来
こ
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
四
六
名
の
委
員
の
資
料
の
収
集
と
検
討
、
数
次
に
わ
た
る
会
合
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
古
い
資
料
と
い
う
も

の
は
意
外
に
少
な
く
、

い
き
お
い
古
老
を
訪
問
し
て
問
書
き
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
が
、
古
老
の
記
憶
に
も
限
度
が
あ
り
思
い
違
い
も
あ
っ
て
、
真

実
を
伝
え
な
い
所
も
あ
る
。
委
員
各
位
の
ご
労
苦
は
並
た
い
て
い
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
多
忙
な
本
務
を
持
ち
な
が
ら
余
暇
を
利
用
し
て

資
料
収
集
に
奔
走
さ
れ
、

そ
れ
を
も
と
に
し
て
限
ら
れ
た
日
時
の
中
で
、

取
急
ぎ
原
稿
を
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
事
情
の
た

め
、
本
書
は
内
容
的
に
も
形
式
的
に
も
、

か
な
り
の
無
理
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
点
、
読
者
の
各
位
に
ご
諒
承
を
お
願
い
し
た
い
。

書
名
に
つ
い
て
も
「
美
川
村
誌
」
と
す
る
か
、

「
美
川
村
二
十
年
誌
」
と
す
る
か
、
委
員
会
で
種
々
論
議
さ
れ
た
。
わ
ず
か
二
O
年
と
い
う
新

村
の
記
録
に
美
川
村
誌
と
名
づ
け
る
こ
と
も
鴎
踏
さ
れ
、
け
っ
き
よ
く

「
美
川
村
二
十
年
誌
」
と
命
名
す
る
こ
と
に
し
た
。

も
っ
と
も
論
議
さ
れ
た
の
は
旧
村
の
人
物
伝
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。
古
人
は
と
も
か
く
、
村
民
の
記
憶
に
新
ら
し
い
人
や
生
存
者
に
つ
い
て
の

人
物
評
価
は
十
人
十
色
で
、
こ
の
人
を
採
っ
て
こ
の
人
を
採
ら
ぬ
と
い

っ
た
根
拠
に
つ
い
て
私
ど
も
と
し
て
は
確
信
が
持
て
な
い
。
そ
の
た
め
こ



の
際
は
古
人
の
外
は
歴
代
村
長
の
み
に
と
ど
め
る
こ
と
に
し
た
。
読
者
各
位
の
ご
諒
承
を
得
た
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
集
め
ら
れ
た
原
稿
は
多
数
の
執
筆
者
の
手
に
成

っ
た
た
め
、
同
一
事
項
の
重
複
も
多
い
の
で
、
最
終
段
階
に
お
い
て
思
い
切
っ
て
文
章

の
統
一
と
割
愛
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
箇
所
も
多
い
。
こ
の
点
、
委
員
各
位
の
お
ゆ
る
し
を
得
た
い
。

本
書
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
土
居
武
男
氏
が
事
務
局
長
と
し
て
原
稿
取
り
ま
と
め
そ
の
他
、
万
端
の
仕
事
に
専
念
さ
れ
た
し
、

ま
た
本
村
出
身

の
伊
藤
義
一
先
生
が
豊
か
な
ご
経
験
を
生
か
さ
れ
て
、
終
始
適
切
な
指
導
と
監
修
の
任
に
当
っ
て
下
さ
っ
た
。
な
お
、
本
書
を
発
注
し
た
松
山
印

刷
有
限
会
社
は
期
日
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
き
わ
め
て
良
心
的
に
困
難
な
仕
事
を
貫
徹
し
て
立
派
な
本
に
仕
上
げ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
委
員
各
位

を
は
じ
め
以
上
の
方
々
に
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

「
歴
史
は
鑑
で
あ
る
」
と
い
う
。
私
共
は
本
書
に
よ
っ
て
二

O
年
の
歩
み
を
反
省
し
て
明
日
へ
の
励
み
と
し
、
先
人
の
業
績
を
し
の
ぶ
と
共

に
、
こ
れ
が
本
村
の
将
来
を
背
負
う
若
い
人
々
の
た
め
に
一
つ
の
指
標
と
も
な
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

昭

和

五

O
年

三

月

美

川

村

助

役

編
集
副
委
員
長

山

下

停

R~ 
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